
１．編修の趣旨及び留意点
本教科書は，教育基本法に示された「教育の目標（第二条の第１～第５号）」と，学習指導要領に示され

た「公民的分野の目標」を達成し，社会科のねらいである「国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の
形成者として必要な公民的資質の基礎を養う」ことを目ざして，以下の趣旨に基づき編修しています。

◆市民的教養としての基礎・基本が身に付く教科書

○ 生徒が，市民社会を共に築いていくうえで必要な知識
や技能を，自らの関心・意欲に沿って無理なく習得す
ることや，その後の学習や社会生活の様々な場面に応
じて活用することができます。
○ 生徒が，他者とのコミュニケーションを通じて，自分
の言葉で表現する力を涵養し，社会的な見方や考え方
を深め合うことができます。

　    「公民にアプローチ」では，社会科の資料活用の基本ともいえる「新聞」の活用の仕方を学びます。また，
表現活動を中心としたテーマ学習「言葉で伝え合おう」では，六つの言語活動に取り組みます。こうし
た学習を通して，幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養うようにしています。

１．編修の趣旨及び留意点

◆市民的教養としての基礎・基本が身に付く教科書
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◆現代社会のしくみや課題を読み解く教科書

○ 生徒が，現代や過去の社会的事象について，資料を的
確に活用しながら多面的・多角的な見方や国際的な見
地から考察し，情報を批判的に読み解いて公正に判断
する力を養うことができます。
○ 生徒が，自分なりの枠組みで社会や世界をとらえ直
し，自己との関わりを考えて，今日的な課題の所在や
その解決について探究することができます。

　   「日本の領土をめぐって」では，領土をめぐる今日的
課題やその解決について考えを深めます。こうした
学習を通して，他国を尊重し，国際社会の平和と発
展に寄与する態度を養うようにしています。　

◆主権者として共に生きる力を育む教科書

○ 生徒が，自らも社会を形成していく市民の一人である
ことへの自覚を高めることができます。
○ 生徒が，責任ある主権者として社会に参画しようとす
る意思を培い，多文化共生と持続可能な社会の創造を
目ざして関わり続けることができます。

　   「『未来への私の約束』をつくろう」では，これから
の社会を築いていくために，自分には何ができるの
かを考え，まとめます。こうした学習を通して，公
共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，
その発展に寄与する態度を養うようにしています。　　　　　　

また，本教科書は，特に以下の点にも留意して，単元構成や教材の選定を行っています。

　  こうした教材を通して，伝統と文化を尊重
し，それらをはぐくんできた我が国と郷土
を愛する態度を養うとともに，個人の価値
を尊重し，創造性を培い，自主及び自律の
精神を養うようにしています。　　　　　　　　　　　　　　　

◆現代社会のしくみや課題を読み解く教科書

◆主権者として共に生きる力を育む教科書

受け継がれる伝統と文化のもつ意義
や，多種多様な文化や宗教をめぐる
問題について，考察を深めていくこ
とができる教科書

ようにしています。　　　　　　

▲p.181「日本の領土をめぐって」

▲p.22 ～ 23「読んで深く考えよう：『つなげたい，日本の伝統や文化』」

▲p.210「『未来への私の約束』をつくろう」

ようにしています。　　　　　　　　　　　　　　　
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２．編修の基本方針
本教科書は，教育基本法第二条に示された教育の目標及び学習指導要領に示された公民的分野の目標を達

成するために，以下の柱と三つの方針に基づき編修しています。

３．対照表
図書の内容・構成と教育基本法第二条の第１号から第５号との対応を示します。

教育基本法第二条
〈第１号〉  幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健

やかな身体を養うこと。

〈第２号〉  個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，
職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。

〈第３号〉  正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に
社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。

〈第４号〉  生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。

〈第５号〉  伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国
際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

２．編修の基本方針

３．対照表

郷土や日本の伝統と文化に対する
愛着を深めるとともに，主権者として
社会に参画する意思や，持続可能な多文
化共生社会を創造する態度の育成を
図ります。

公民を学ぶ“楽しさ”を実感しな
がら，人権尊重の意義や，個人と社
会との関わりについて確かな理解を
図ります。

社会的事象を多面性的にとら
えるなかで多様な見方・考え方を深め
るとともに，今日的課題の所在やその解決，
自己との関わりについて考察し，自分の言
葉で表現する力の育成を図ります。

編 修 の 柱編 修 の 柱

社会とつながる自己を見つめ，市民社会を共に創造する子どもの育成

市民的教養としての
基礎・基本を身に付
けるために…

主権者として共
に生きる力を育
むために…

現代社会のしくみや課
題を読み解くために…
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教科書の単元構成 特に意を用いた点や特色 該当箇所

巻頭：�公民にアプローチ
　　　～新聞を活用しよう

○ 新聞資料の読み取りと適切な活用についての学習を通して，生
徒が主体的に情報を活用できるよう配慮しました。〈第１号〉

○p.6 ～9

第１章　私たちの暮らしと現代社会

　　はじめに
　１　私たちが生きる現代社会
　２　現代につながる伝統と文化
　３　私たちがつくるこれからの社会
　　学習のまとめと表現

○ ルールの果たす役割を学んだうえで，マンションの駐車場の
ルールづくりに関する学習活動を通して，価値観の違いや人々
の関係を調整し，より多くの人々の合意が図られる社会を築い
ていくことの大切さを学ぶことができるよう配慮しました。〈第
１，３号〉

○ ロケット技術や万能細胞の研究をテーマにした「科学の発展」，
日本人の「宗教観」，里山アートをテーマにした「芸術」，伝承
や交流から描いた「伝統と文化」などを学習するなかで，長き
にわたって大切にされ受け継がれてきた，我が国の伝統や文化
に対する興味・関心を養えるよう配慮しました。〈第５号〉

○p.24 ～29

○p.18 ～23

第２章　人間を尊重する日本国憲法
　
　　はじめに
　１　民主主義を支える日本国憲法
　２　憲法が保障する基本的人権
　３　私たちの平和主義
　　学習のまとめと表現

○ 憲法学習の導入として，憲法を学ぶ意義や日本が法治国家であ
ることの学習を通じて，法やルールを遵守することにより人権
や社会の安全と秩序が守られていることについて，理解を深め
られるようにしました。〈第１号〉

○ 公共の福祉についての理解を深めるとともに，憲法で保障され
た自由と権利を守るためには，国民一人一人が義務と責任を果
たさなければならないことを認識できるように留意しました。
〈第３号〉
○ 平和主義の歩みと現状を学習し，未来の平和の構築について考
えを深めていくことを通して，生命の大切さや地球環境を守る
ことへの自覚を高めることができるよう配慮しました。〈第４号〉

○p.34 ～35

○p.45，
　p.64 ～65

○p.66 ～71

第３章　私たちの暮らしと民主政治
　
　　はじめに
　１　民主主義と日本の政治
　２　司法権の独立と裁判
　３　地方自治と住民の参加
　　学習のまとめと表現

○ 裁判員制度や模擬裁判の学習を通じて，国民の司法参加の意義
について理解を深め，将来の裁判員として司法に参加すること
への意識を高められるよう配慮しました。〈第３号〉

○ 地方分権のもと，地域の人々が地域の振興や活性化に向けて独
自のさまざまな取り組みを行っている事例を学習することで，
地域社会が抱える課題の解決に参画しようとする態度を養った
り，郷土に対する愛着を深めたりしていくことができるよう配
慮しました。〈第３，５号〉

○p.100 ～103

○p.110 ～115

第４章　私たちの暮らしと経済
　
　　はじめに
　１　消費生活と市場経済
　２　生産のしくみと企業・金融
　３　財政と政府の役割
　　学習のまとめと表現

○ 市場経済のなかの企業の責任を学ぶなかで，消費者の安心や安
全とともに，地元地域での植林活動など，環境への影響に配慮
した企業活動が重視されていることに気づくことができるよう
配慮しました。〈第１，４号〉

○ 消費者としての権利と責任を学ぶことや，CSRをテーマにポス
ターセッションを行って，地球環境問題の解決に積極的な企業
について学んだり，新たなCSRを提案したりすることを通して，
将来の地球社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養
うことができるようにしました。〈第１，３号〉

○p.140 ～141，
p.143

○p.122 ～123，
p.141 ～143

第５章　安心して暮らせる社会
　
　　はじめに
　１　労働と社会保障
　２　これからの日本経済の課題
　　学習のまとめと表現

○ 派遣社員の増加など労働環境の変化をめぐる事例から，公平な
雇用環境のあり方に関心を高めたり，生きがいや誇りをもって
働く人々の事例から，仕事に対する興味・関心を高め，勤労の
価値を見出すことができるように留意しました。〈第２号〉

○ 公害問題と環境保全の取り組み，身近なごみ問題，地球規模の
環境問題についての理解を深め，環境への負荷を軽減する循環
型社会の実現のために，協働や個々の行動が不可欠であること
を自覚できるようにしました。〈第４号〉�

○p.154 ～159，
p.166 ～167，
p.172 ～173

○p.168 ～169



5

教科書の単元構成 特に意を用いた点や特色 該当箇所

第６章　国際社会に生きる私たち
　
　　はじめに
　１　国際社会と国家
　２　国際社会が抱える課題
　　学習のまとめと表現

○ バイオ燃料の使用と多様な生物種の絶滅や，水資源問題を取り
上げ，国際的な課題と自分たちの暮らしとの密接な結びつきに
ついて考えるとともに，持続可能な発展や人間の安全保障の考
え方について，考察を深めることができるように留意しました。
〈第１，４号〉
○ 日本固有の領土である北方領土や竹島，尖閣諸島をめぐる動き
など，近隣諸国との間で未解決になっている諸課題を取り上げ，
近隣諸国とどのような関係を築いて解決を目ざすか，また，日
本が国際社会で果たせる役割や自己との関わりについて考察を
深められるようにしました。〈第５号〉

○p.198 ～205

○p.178 ～181，
p.188 ～189，
p.191

終　章　私たちにできること
　
　１　持続可能な未来へ

○ 義務教育における社会科学習のまとめとして，「未来への私の
約束」を作成する学習を通じて，地球社会が抱える諸課題に対
する自分なりの取り組みを考えるとともに，これからの社会を
担っていく一員としての自覚を高めることができるようにしま
した。〈第３号〉

○p.208 ～214

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
本教科書は，教育基本法に示された義務教育の目的や，学校教育法に示された義務教育の目標などを達成

するために，特に以下の点に意を用いて編修しています。

　　　　  見やすく，わかりやすい紙面
＊ 教科書の紙面は，ワイドで見やすいＡＢ判を採用し，
授業展開や学習の見通しがつかみやすい「１時間＝見
開き２ページ」で構成しています。
＊ 興味・関心を高める写真・絵などの資料も豊富に，か
つ効果的に配置しています。

　　　　  小学校の学習との関連
＊ 小学校の学習指導要領に盛り込まれた「社会生活を営
む上で大切な法やきまり，国民の司法参加」（法教育）
や「価格と費用」（金融教育）の内容について，より
深化させた学習が展開できるようにしています。

　　　　  学びのユニバーサルデザインの実現と環境への配慮
＊ カラーユニバーサルデザインや特別支援教育への対応…色覚等の特性をふまえた，判読しやすい配色やレ
イアウト，表現方法，文字などの工夫により，全ての生徒にとって学びやすい紙面づくりに配慮していま
す。カラーユニバーサルデザイン（ＣＵＤ）は，第三者機関による審査及び認証を受けています。
＊ 環境への配慮…教科書の印刷にはグリーン電力を使用し，地球環境への影響を少なくするよう配慮してい
ます。また，再生紙と植物油インキを使用しています。

４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

　　　　  見やすく，わかりやすい紙面特色１

　　　　  小学校の学習との関連特色２

　　　　  学びのユニバーサルデザインの実現と環境への配慮特色３

▲p.102「言葉で伝え合おう～シミュレーション」
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１．編修上特に意を用いた点や特色
本教科書は，学習指導要領に示された社会科の目標及び内容，内容の取扱いに準拠しつつ，教科と公民的

分野の改訂の要点などをふまえて，特に以下の点に意を用いて編修しています。

◆「公民的分野の改訂の要点」からみた特色

● 第１章「私たちの暮らしと現代社会」
では，第１節に「現代日本の特色」に
関する学習を位置づけています。東日
本大震災による影響や震災からの復興
のいまを出発点に，進む情報化とグ
ローバル化，少子高齢化などのテー
マを通して，現代社会の特色がとら
えられるように留意しています。
● 第１章の第２節に「現代社会におけ
る文化の意義や影響」を位置づけ，
進歩する科学と日本人の宗教観，受け継がれる伝統や文化と新たな文化
の創造の意義について学習できるように配慮しています。
● 第６章「国際社会に生きる私たち」では，第２節に「世界の文化や宗教」
に関する学習を設定し，国際社会における宗教のもつ意味や，文化や宗
教の違いをめぐる問題について取り上げ，多様性のなかで生きる寛容な
社会の実現について探究していきます。⇨p.196 ～ 197

● 第１章の第３節「私たちがつくるこれからの社会」では，現代社会をと
らえる見方や考え方の基礎として，「対立と合意」「効率と公正」などの
概念を，マンションの駐車場のルール作りの事例を取り上げながら丁寧
に解説しています。こうした学習を含む第１章を，公民的分野の導入と
して位置づけています。

１．編修上特に意を用いた点や特色

◆「公民的分野の改訂の要点」からみた特色

② 現代社会をとらえる
見方や考え方の基礎
を養う学習

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

26-78 中学校 社会科 社会（公民的分野） 第３学年

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教　科　書　名

17
教出

公民 930 中学社会　公民　ともに生きる

① 現代社会の特色や
現代社会における
文化の意義や影響に
関する学習の重視

▲p.12
　「はじめに：『いまを生きるということ』」

▲p.20
　「理解し，尊重し合うこと」
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● 公民的分野の大項目に示された内容を系統的かつ効果的に学習し，また，
第１章の第３節で学ぶ「対立と合意」「効率と公正」などの概念を，こ
れ以降の学習全体で活用することができるよう，全体を大きく「現代社
会」・「政治」・「経済」・「国際社会」の領域に分けて構成しています。政
治と経済の各領域については，さらに二つずつの章に細分化したうえで，
「社会科のまとめ」として行う課題の探究活動を終章として位置づけ，
全七章立てとしています。

● 各章末に設けた「学習のまとめと表現」のページでは，各章で学んだ内
容を振り返って整理したり，活用して考えを深めたりする言語活動を取
り入れています。その際，「現代社会」の学習で学んだ「対立と合意」，「効
率と公正」の概念をもとに考察し，表現する内容構成に留意しています。
● 本文の学習ごとに，学習課題と対応させた「ふりかえる」のコーナーを
設けました。この時間で学習したことをもとに，「ステップ１」では基
礎的事項の確認，「ステップ２」では社会的事象についての説明や話し
合いなどの表現活動と，段階的に取り組めるように工夫しています。「ス
テップ２」には，「対立と合意」，「効率と公正」の概念を意識しながら
考え，表現する課題も取り入れています。

● 第１章の第３節「私たちがつくるこれからの社会」では，社会における
ルールやきまりの果たす役割と，契約の重要性やそれを守ることの意義
について，身近な事例を通して理解ができるように留意しています。
● 第３章「私たちの暮らしと民主政治」では，第２節「法に基づく公正な

③ 現代社会をとらえる
見方や考え方の基礎
を生かした内容構成

④ 社会の変化に対応
した法や金融などに
関する学習の重視

▲
� p.26 ～ 27

　「よりよい社会を築くために」

▲
� p.4

　教科書の構成と流れ

▲学習課題と対応させた「ふりかえる」
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裁判の保障」において，裁判員制度や模擬裁判についての学習を設定し
ました。国民の司法参加の意義に関する理解を深め，将来の裁判員とし
て司法に参加することへの意識を高められるよう配慮しています。
● 第４章「私たちの暮らしと経済」では，市場経済の基本的な考え方につ
いて第１節で学習したうえで，生産や金融のしくみ，企業の役割と責任
について第２節で理解が深まるように構成しています。さらに，財政が
果たしている役割について第３節で理解させることで，経済を動かす三
つの主体を包括的にとらえられるように留意しています。

● 社会科の基礎的・基本的な技能の習得を図るために，本文の学習の流れ
に即して「読み解こう」のコーナーを設け，グラフ・写真・地図などの
資料を読み取り，社会の動きを考察する学習活動を重視しました。
● 終章「私たちにできること」では，社会科のまとめとして地理や歴史で
の学習もふまえながら，持続可能性を妨げる今日的な課題とその解決に
ついて探究します。自己との関わりから「未来への私の約束」を作成す
る活動に取り組むなかで，持続可能な多文化共生社会の形成に参画しよ
うとする態度を養うようにしています。
● 北方領土・竹島の領土問題や，尖閣諸島の領有をめぐる動きなどの今日
的な課題についても，近隣諸国とどのような関係を築いて解決を目ざす
か，また，日本が国際社会で果たせる役割や自己との関わりについて考
察を深められるよう，地図や写真とともに複数のページで丁寧に解説し
ています。⇨p. 178 ～ 179，p.180 ～ 181，p.188 ～ 189

◆「教科書の構成や造本」からみた特色

● 本文紙面は，ワイドで見やすいＡＢ判を採用し，授業の流れや学習の見
通しをつかみやすいように，１時間の授業を見開き２ページで構成しま
した。左上の部分に，学習の導入または中心となる資料を配置し，キャ
ラクターの問いから学習を展開していく形式としています。

⑤ 課題の探究を通して
社会の形成に参画す
る態度を養うことの
重視

◆「教科書の構成や造本」からみた特色

① 基礎的・基本的な
知識や技能の確実な
習得を図る構成

▲�p.102
　「言葉で伝え合おう～シミュレーション」

▲�p.210「『未来への私の約束』をつくろう」

▲
� p.138 ～ 139

　「直接金融の舞台」

▼「章のタイトル」の表示

　▼「学習パート」の表示
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● タイトルには，学習内容を象徴的にイメージさせる主題と，学習事項を
示す副題をおき，併せて「学習課題」を明示することで，生徒が課題意
識をもって学習に取り組めるようにしました。
● 各時間のページ番号の横に示した「章タイトル」と「学習パート」によ
り，現在学習している単元の教科書全体における位置をとらえやすくし
たほか，小見出しと太字の重要語句から学習の要点をつかみやすいよう
に工夫しています。
● 難解な用語や補足説明の必要な箇所には，注による解説を設け，生徒の
への一助となるよう配慮しました。本文中には，資料との関連を示す番
号や，前出・後出箇所との関連を示す参照ページも挿入しています。

● 本文の学習から興味や関心を広げていくコラム「公民の窓」のほか，さ
らに詳しくテーマを掘り下げて考える「読んで深く考えよう」，表現ス
キルの習得を中心とした「言葉で伝え合おう」の２種類のテーマ学習の
ページを設け，個に応じた学びへのアプローチも保障しています。

● 色覚等の特性をふまえ，すべての生徒にとって学びやすいカラーユニバー
サルデザイン（ＣＵＤ）や特別支援教育の観点に配慮し，判読しやすい
配色や表示の仕方，文字の形状（ＵＤフォント）などを採用しています。
● 巻頭の「点字のしくみ」では，実際に触って体感できる点字の加工を施し，
共に生きる社会のあり方について関心を高めるように工夫しています。

● 教科書の印刷には，バイオマスで発電されたグリーン電力や，再生紙・
植物油インキを使用し，環境への負荷を少なくするよう配慮しています。

② 個に応じた学びへの
対応

③ 人と環境に優しい
教科書づくり

▲p.99「『疑わしきは罰せず』の原則」　　　　

▲
� p.22

　「読んで深く考えよう『つなげたい，日本の伝統や文化』」

▲
�巻頭₄「点字のしくみ」

▲�読みやすさに配慮した
改行の工夫

▲「学習課題」と「注による解説」
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2．対照表2．対照表

教科書の単元配列　　　　　 【配当時数】 学習指導要領の内容 該当箇所

第１章　私たちの暮らしと現代社会
　　はじめに：いまを生きるということ
　１　私たちが生きる現代社会
　２　現代につながる伝統と文化
　３　私たちがつくるこれからの社会
　　学習のまとめと表現

【10】
1
2
2
4
1

(1)ア
(1)ア
(1)ア
(1)イ

p.11
p.12 ～ 13
p.14 ～ 17
p.18 ～ 23
p.24 ～ 31
p.32

第２章　人間を尊重する日本国憲法
　　はじめに：なぜ憲法を学ぶのか
　１　民主政治を支える憲法
　２　憲法が保障する基本的人権
　３　私たちの平和主義
　　学習のまとめと表現

【19】
1
3
11
3
1

(3)ア
(3)ア
(3)ア
(3)ア

p.33
p.34 ～ 35
p.36 ～ 41
p.42 ～ 65
p.66 ～ 71
p.72

第３章　私たちの暮らしと民主政治
　　はじめに：政治とはなんだろう
　１　民主主義と日本の政治
　２　司法権の独立と裁判
　３　地方自治と住民の参加
　　学習のまとめと表現

【22】
1
9
6
5
1

(3)イ
(3)イ　
(3)イ
(3)イ

p.73
p.74 ～ 75
p.76 ～ 93
p.94 ～ 105
p.106 ～ 115
p.116

第４章　私たちの暮らしと経済
　　はじめに：循環する経済
　１　消費生活と市場経済
　２　生産のしくみと企業・金融
　３　財政と政府の役割
　　　学習のまとめと表現

【17】
1
5
6
4
1

(2)ア
(2)ア
(2)ア
(2)ア，イ

p.117
p.118 ～ 119
p.120 ～ 131
p.132 ～ 143
p.144 ～ 151
p.152

第５章　安心して暮らせる社会
　　はじめに：社会の中で働くということ
　１　労働と社会保障
　２　これからの日本経済の課題
　　学習のまとめと表現

【12】
1
6
4
1

(2)ア，イ
(2)ア，イ
(2)ア，イ

p.153
p.154 ～ 155
p.156 ～ 167
p.168 ～ 175
p.176

第６章　国際社会に生きる私たち
　　はじめに：国際社会の「理想と現実」
　１　国際社会と国家
　２　国際社会が抱える課題
　　学習のまとめと表現

【15】
1
7
6
1

(4)ア
(4)ア
(4)ア

p.177
p.178 ～ 179
p.180 ～ 193
p.194 ～ 205
p.206

終　章　私たちにできること
　１　持続可能な未来へ

【5】
5 (4)ア，イ

p.207
p.208 ～ 214

学習資料編
用語解説
さくいん

計100 p.215 ～ 239
p.240 ～ 243
p.244 ～ 248


